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５　モニターの居住地

管内、各府県ごとに、1～20人
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近畿中国森林管理局

平成２９年度「国有林モニターアンケート（第２回）」調査結果の概要について

　国有林を開かれた「国民の森林」とするために、国有林モニターにご登録いただいた皆様からご意見やご要望を

お聴きするため、アンケート調査を実施しましたのでその結果をご紹介します。

　なお、いただきましたご意見・ご要望につきましては、国有林野の管理経営や広報活動の参考として、今後の近畿

中国森林管理局の各種取組に活かしてまいります。

　アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。
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７　アンケート結果(概要)

「民間委託の推進」（40%）に最も多くの方が興味を持たれていることがわかりました。

質問1 公益重視の管理経営の一層の推進（P7～P24）の中で最も興味をひかれたものは何ですか。

「重視すべき機能に応じた管理経営の推進」（30%）が最も多く、次いで「地球温暖化対策の推進」（23%）と「生物
多様性の保全」（21%）に興味を持たれていることがわかりました。

「民有林と連携した施業の推進」（31%）と「森林・林業技術者等の育成」（25%）に多くの方が興味を持たれている
ことがわかりました。

「森林環境教育の推進」（45%）と「森林の整備・保全等への国民参加」（36%）に多くの方が興味を持たれているこ
とがわかりました。

「鳥獣被害の防除」（64%）に最も多くの方が興味を持たれていることがわかりました。

　概要は以下のとおりですが、今回のアンケートは、年末でもあり、冊子「平成28年度国有林野の管理経営に関
する基本計画の実施状況」をご覧のうえご回答いただく設定としたことから、回答率が低くなったと思われます。

森林の流域管理システムの下での森林・林業再生に向けた貢献（P25～P36）の中で最も興味をひか
れたものは何ですか。

国民の森林としての管理経営（P37～P49）の中で最も興味をひかれたものは何ですか。

森林の巡視、病虫害の防除等適切な森林の保全管理（P51～P58）の中で最も興味をひかれたものは
何ですか。

質問2

「保護林」など優れた自然環境を有する森林の維持・保存（P59～P69）の中で最も興味をひかれたもの
は何ですか。

質問3

質問4

質問5

ご意見等は調査結果をご覧下さい。

国有林野の林産物の供給（P70～P79）の事例の中で最も興味をひかれたものは何ですか。

国有林野の活用（P80～P85）の事例の中で最も興味をひかれたものは何ですか。

国有林野と一体として整備及び保全を行うことが相当と認められる民有林野の整備及び保全（P86～
P89）について、ご意見等がございましたらご記入ください。

質問9

質問7

質問8

国有林野の事業運営（P90～P97）の中で最も興味をひかれたものは何ですか。

質問6

「希少な野生生物の保護の推進」（32%）と「「保護林」の設定及び保護・管理の推進」（23%）に多くの方が興味を
持たれていることがわかりました。

「民有林と連携したシステム販売の実施」（32%）と「国有林野を活用した伝統文化の継承への貢献」（27%）に多く
の方が興味を持たれていることがわかりました。

「レクリエーションの森における地域と連携した環境美化活動」（46%）と「国有林野における観光推進の取組」
（35%）に多くの方が興味を持たれていることがわかりました。



「人材の育成」（45%）に最も多くの方が興味を持たれていることがわかりました。

ご意見等は調査結果をご覧下さい。

「よくわかった」または「まあまあわかった」と回答された方が９割以上を占め、「よくわかった」が（55%）と最も多く
回答をいただきました。今後もより分かりやすい資料作りに努めてまいります。

質問14

質問15

質問10 その他国有林野の管理経営（P98～P109）の中で最も興味をひかれたものは何ですか。

今年度の国有林モニター会議現地見学会は、シカ被害対策をメインにご見学いただきましたが、来年
度実施する際に訪れてみたい場所や見学したい内容がありましたら、お聞かせください。

その他意見

質問11

質問12

質問13

毎月、林野庁情報誌「林野」や局広報誌「森のひろば」を送付させていただいておりますが、ご要望や
改善すべき点などがございましたらご記入ください。

今年度の国有林モニター会議にご出席いただく事が出来なかった皆様にも当日の様子をお知らせする
ため、概要を取りまとめ送付せさせていただきましたが、その内容等についてお知らせ下さい。

国有林モニター会議の概要をご覧いただき、出席してみたいと感じられましたか。

見学してみたい場所等につきましては、調査結果をご覧下さい。次年度の見学場所選定の参考とさせていただ
きます。なお、当局管外の場所へのご要望をいただいておりますが、ご案内することが出来ないことをご了承願
います。

「その他意見」につきましては、毎月いただいている「ご意見・ご要望」と同様の取り扱いとし、公表いたしません。

「ぜひ出席したい」または「タイミングが合えば出席したい」と回答された方がほとんど（98%）でした。より多くの方
にご出席いただけるよう努めてまいります。


